
佐
藤
晴
真

加
藤
昌
則

piano

violoncello

3 23
2022   WED

Wednesday 23 March 2022
19:00  TOPPAN HALL

19:00開演
トッパンホール

全席指定
5,000円／学生2,500円
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メンデルスゾーン
チェロ・ソナタ第2番 ニ長調 Op.58

シューマン
アダージョとアレグロ 変イ長調 Op.70

武満 徹
オリオン

ショスタコーヴィチ
チェロ・ソナタ ニ短調 Op.40

Sonate für Violoncello und Klavier
Nr.2 D-Dur Op.58

Adagio und Allegro As-Dur Op.70

Orion

Sonata for Violoncello and Piano
in D minor Op.40

Mendelssohn

Schumann

Toru Takemitsu

Shostakovich



トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

佐藤写真©Tomoko Hidaki
2021.12 Ⅱ

　2019年、ミュンヘン国際音楽コンクールのチェロ部門で日本人として

初優勝し、一躍脚光を浴びた佐藤晴真。トッパンホールでもすっかりおな

じみの岡本侑也や上野通明ら、人気と実力を兼ね備えた新世代奏者が数多

く活躍する日本のチェロ界に、またひとり新たな逸材が出現しました。

　いかにも現代のチェリストらしい軽やかさのなかにも、重心の低い豊か

な歌心と卓抜したアイデアが満ちるその演奏は、国内のみならず世界から

も高く評価されています。ベルリンを拠点に、名手イェンス=ペーター・

マインツのもとチェロを、またトッパンホールでもおなじみフォーレ四重

奏団のエリカ・ゲルトゼッツァーに室内楽を学ぶ佐藤が、初共演の加藤昌

則とともに挑むのは、チェロの名曲をずらりと旅する贅沢なプログラム。

ミュンヘン国際のファイナルでも、オーケストラを牽引する求心力で圧倒

的な演奏を聴かせた得意のショスタコーヴィチ、彼のソナタを核に、メン

デルスゾーン、シューマン、武満と辿る聴きごたえ抜群の選曲です。

　コンクールでの実績を糧にしながら研鑽を惜しまず、日進月歩で成長を

続ける俊英のトッパン初リサイタル。しなやかな音楽性に満ちた若き名手

の晴れ舞台にご期待ください！
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